
令和 6年 7月 1日 

令和 6年度 第１回学校運営協議会 議事録 

 

日時：令和 6年 7月 1日（月） 15時 30分～16時 30分 

場所：大阪府立堺工科高等学校 大会議室 

出席：【学校運営協議会委員】皆川委員、西尾委員、玉城委員、村田委員、前原委員 

     【学校】東 《事務局》堀江、義永、小寺、安井、吉井、瀧澤、阪本、富澤、桂、濱崎、伊豆田、真田、山本裕、大槻 

議事内容： 

1. 開会のあいさつ 

a) 大学進学専科への動きについて 

増学級に向けて教育委員会内で現在検討中である 

中学向けの資料提示 ※別紙参照 

b) 6/20学校教育審議会の概要について 

・入試時期の前倒し 

・選抜制度の見直し 

→「特色枠」（一定の割合）は学力等にかかわらない選抜方法をとる 

第 1志望校を不合格の場合、第 2志望校へ選考できるよう制度化 

2. 自己紹介 

3. 委嘱状手交 

4. 会長、副会長選出 

会長：皆川委員 

副会長：土井委員 

5. 報告 

a) 令和 6年度学校経営計画および学校評価 中期的目標に関する主な加筆事項 

2-(1)-エ…R7年度開設予定の工学系大学進学専科の教育課程作成と中学校へ周知 

4-(5)   …生徒の事故防止と健康安全教育推進 

取組内容及び自己評価 

〇人間力の育成 

（１）社会人基礎力の育成 

ア．デジタルコンテンツ活用 

ウ．遅刻指導をはじめ生徒指導の充実をはかる 

情報モラルの指導→外部機関へ依頼し講習会を実施 

（３）人権教育 

  入学生徒の出身中学校へ訪問するなど情報交換を行う 

〇工業教育の充実 

（１）専門性の向上 

ア．企業（（株）きんでん）と連携し、プロの技術を学ぶ 

イ．資格取得人数が昨年は少ない 



要因としてフォークリフトの受講率低下、各種資格の合格率減が挙げられるため改善を図る  

ウ．先日実施されたものづくりコンテストにおいて電気工事部門 1位を獲得 

エ．工学系大学専科の教育課程作成（今年度完成年度） 

（２）工業教育の魅力発信 

アリオ鳳でワークショップ開催 

 〇地域との連携 

（２）地域団体等との連携による地域貢献 

緑化祭、フラワークラブ参加 

        〇教員の資質向上 

（３）授業力向上 

        授業見学を実施 

近年の授業改善に対し適応しつつあるが、未だ目標達成はできていないため引き続き改善を図る 

        （５）事故防止 

        機材や用具の点検、熱中症予防の徹底 

≪質疑応答≫ 

Q1デジタルコンテンツ活用とは具体的にどのような取組みか 

   例えば大学では Google フォームを利用してフォローアップに活用している 

A1一人一台端末により即時共有、発信できる環境の中で言語活動を中心とした授業を展開している 
 

Q2授業の ICT活用法に関して、教員への教育方法はどのように進めていくか 

  A2授業見学月間を利用し、ICT活用事例を共有していく 
   

Q3熱中症対策にセンサーなどの設置の検討はしているか 

A3センサー等は計画していないが、体育館へエアコンが設置された 

→機械によるアラートを活用した方が良い場面もあるため検討を勧める。 

b) 教科書採択 

全体として生徒に基礎基本を身に着けさせ、その土台の上に専門的な学びを教育したいという考えから

教科書を選定している。また絵や図が多く、視覚的に理解しやすいものを積極的に取り入れている。 

深進数学Ⅰ,Aは工学系大学進学専科を見据えた採択である 

c) 令和 6年度定時制の課程 学校経営計画（割愛） 

 

6. 協議：学校からの情報発信について 

・大学進学専科への募集にあたり、中学へのアプローチが必須 

・HPによる保護者の方へ情報発信が適切にできている 

・公立と私立との費用格差にについて、授業料が無償でもそれ以外にかかる費用を十分考慮しなければなら

ない。保護者にとって重要な要素であり、公立の良さを発信していってはどうか 

・中学校の教職員へ実業高校の説明会を実施し、子どもの前に大人に適切な情報を発信，理解してもらう 

・SNSの更新を頻繁にしてはどうか。Instagramだけでなく X も再活用されてはどうか。 

・多岐にわたって情報発信はされている。今後の発信において、何を目標とするか改めて考え、目標に応じた手



段となっているか評価すべき。また、発信の際に本校の強みがより伝わりやすくなるよう、文章表現や情報の選

別に注意する。今後は生徒目線の情報発信（どういった学びがあるのか、何ができるようになるのか）を重視す

るとよい。 

≪意見に対しての回答≫ 

・公立と私立との費用差に関しては、情報の発信の仕方に注意が必要である。資格支援に関する内容を織り交

ぜて、その費用差を発信していく 

・中学校へ説明会を依頼しているが、まだ情報発信の場は少ないのが現状である 

・本校の生徒の成長を発信していきたいと考えている 

 

7. 事務連絡 

第 2回は 11月下旬の予定・・・メールにて出欠確認 

8. 閉会のあいさつ 


